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12月号

玖
珠
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
協
議
会
で
は
、
今
年
度
か
ら

町
民
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
伐
株

山
を
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
す

る
と
と
も
に
、
県
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
を
行
い
観
光
客
の
誘
致
に
つ

な
げ
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

目
的
で
「
伐
株
山
公
園
整
備
事

業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

５
月
か
ら
始
め
た
草
刈
り
作

業
も
順
調
に
進
み
、
11
月
25
日

（
日
）
に
「
大
分
県
森
林
環
境

保
全
推
進
関
連
事
業
（
伐
株
山

森
林
公
園
整
備
事
業
）
」
の
予

算
の
活
用
、
「
玖
珠
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
苗
木
の
一
部
寄
贈
」

で
、
サ
ク
ラ
１
１
２
本
・
モ
ミ

ジ
60
本
を
植
栽
す
る
植
樹
祭
を

行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
不
順
が
続
い

た
日
々
が
嘘
の
よ
う
な
好
天
に

恵
ま
れ
、
朝
倉
浩
平
玖
珠
町
長
・

濱
田
洋
大
分
県
議
会
議
員
・
青

木
正
年
大
分
県
西
部
振
興
局
長

他
多
数
の
ご
来
賓
を
迎
え
、
地

区
民
86
名
、
朝
日
工
業
社
員
４

名
の
外
、
玖
珠
中
学
校
生
徒
25

名
、
き
り
か
ぶ
緑
の
少
年
団
16

名
等
、
総
勢
約
１
６
０
名
が
参

加
し
て
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
主
催
者
の
小
野

菊
男
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
長
の
挨

拶
の
後
、
ご
来
賓
の
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
き
り
か
ぶ
緑
の
少
年

団
の
帆
足
真
奈
さ
ん
・
古
見
匠

君
の
緑
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
玖
珠

中
学
校
生
徒
代
表
の
長
野
優
君

が
植
栽
の
決
意
表
明
、
グ
リ
ー

ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
田
坂

謙
仁
氏
の
植
栽
指
導
を
受
け
、

来
賓
の
記
念
植
樹
後
、
参
加
者

が
６
班
に
分
か
れ
、
成
長
の
願

い
を
込
め
協
力
し
て
植
え
ま
し

た
。植

樹
後
、
女
性
部
が
前
日
か

ら
真
心
を
込
め
て
作
っ
た
「
山

菜
お
こ
わ
・
豚
汁
」
を
、
植
栽

で
き
た
満
足
感
と
、
綺
麗
に
な
っ

た
伐
株
山
の
景
観
に
、
笑
顔
を

交
わ
し
な
が
ら
味
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
数
年
、
山
頂
の
草

刈
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
植

栽
し
た
木
が
成
長
す
る
す
る
ま

で
の
管
理
を
地
区
民
の
手
で
行

う
こ
と
を
参
加
者
全
員
で
誓
い

合
い
な
が
ら
散
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
伐
株
山
公
園
整
備
事

業
で
は
「
童
話
の
里
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
事
業
」
に
よ
り
、
現

在
「
稚
児
落
し
登
山

道
」
の
整
備
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

くすふれあいホールよ

り

年末年始
休館のお知らせ

12月28日から
１月４日までは

休館日で す

今年もあと１ヶ月となりま

した。たくさんの方に「くすふ

れあいホール」をご利用いただ

き、ありがとうございました。

伐
株
山
頂
を
憩
い
の
場
に

サ
ク
ラ
・
モ
ミ
ジ
を
植
樹

緑のメッセージを述べる

古見君（左）と帆足さん

決意表明を述べる長野君

記念植樹をする小野会長（右）と

みどりの少年団員
モミジを植える参加者


